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● みんなでおしゃべり 

「ひばりの家」  
９月のとある火曜日、日詰鍛冶町滝沢和子さん

のお住まいにおじゃますると、数人の笑い声が玄

関まで聞こえてきた。「ひばりの家」のみなさんで

ある。その中のお一人にお年を聞いて驚いた。９

４歳。今日は見えてないそうだが、最高齢は９５

歳。その時々で違うが、６～７人ぐらいが上座も

下座もなく集まり、昼ごはんを食べながら、楽し

い時間を過ごしている。集まる時間は、だいたい

１０時頃としているが、８時３０分頃から来る人

もいる。居心地がいいのだろう。７年間も続いて

いるわけだ。 

 近所の仲間が日中何をしているのか気になり、

一緒にお茶っこでも飲まないかと誘いあったのが

「ひばりの家」のはじまり。１年目は２０人くら

いが集まり、一緒にお昼ごはんを食べたり、話に

花を咲かせたりしていたそうだ。季節の食材を使

い、おいしいお昼ごはんを作ってくれたのは、５

～６人のボランティアの人たち。当時は、昼食代

と保険代ということで３００円集めていたが、現

在は５００円。 

「ひばりの家」の名前の由来は、色々説がある

ようだが、ひばりはいつもピチピチしゃべるので、

この集まりにぴったりとすすめてくれる人がいた

ようだ。 

 

 当時、ボランティアをしていた人にもお話を聞

くことができた。食材の買物の前に、みんなで集

まり、お茶っこを飲みながら、メニューを考案。「お

いしい」という声を聞くと作りがいがあり、とて

も楽しかったという。また、集まってくるみなさ

んのすばらしい知恵を聞くことができ、それが今

に生かされているという。生きた知恵の伝承の場

になっていたのだ。 

 そんな「ひばりの家」も年数がたち、亡くなら

れた人も７～８人いるという。新しい人が参加し

てくるということはないと、この時ばかりは寂し

そうに話すみなさん。 

今は、みなさんで２～３日前から昼ご飯の準備。

何人来るかわからないので、ごっつぉ（メニュー）

の予定がたたない。でも、当日になってカボチャ

の煮物、つけものやてんぷらなどのいただきもの

があるそうだ。この日もみなさん手作りのお料理

が食卓を賑わせていた。 

集まったみなさんは、「ひばりの家」が生きがい

になっていると声をそろえる。このような集まり

がもっと地域に増えてくればと願う。 

  

とてもおいしいお料理でした！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イベント情報 １１月から１月 

子どもたちと育つまち 

１１月２９日(日) 

●時  間 １０時～１２時 

●場  所  紫波町中央公民館（和室） 

●講  師   児童館いわてこどもの森館長 

        吉成 信夫氏 

●参 加 費  無料 

●問 合 せ  ゆいっとサロン 

TEL ６７２－６９１２ 

第１０回箏・尺八チャリティーコンサート 

１１月２９日(日) 

●時  間 １３時３０分 

●場  所  野村胡堂あらえびす記念館 

●参 加 費  無料（チャリティーにご協力くだ 

  さい） 

●主  催  新都山流尺八 紫波竹風会 

●問 合 せ  事務局 畠山 

TEL ６７２－４２４４ 

わっふる教室 ビーズ教室 

１２月２日(水)  

●時  間  １０時～１１時３０分 

●場  所  地域活動支援センターわっふる 

●参 加 費  ５００円 

●問 合 せ  TEL ６８１－１１６５ 

わっふる教室 ハーブ教室 

１２月９日(水)  

●時  間  １３時３０分～１４時３０分 

●場  所  地域活動支援センターわっふる 

●参 加 費  ５００円 

●問 合 せ  TEL ６８１－１１６５ 

体にも！お財布にも！ 

やさしい掃除のアイディア！ 

１２月６日（日） 

●時  間  １０時～１１時３０分 

●場  所  中央公民館実習室 

●定  員  先着１５人 

●参 加 費   ３００円 

(会場代、サンプル代、保険代） 

●持 ち 物  エプロン、タオル（ぞうきん用） 

●問 合 せ  ＮＰＯ法人紫波みらい研究所 

TEL ６７１－２２４４ 

【編集後記】 

● 今回も盛りだくさんの内容となりました。今

後も読者の皆さんからのおもしろい情報など

を募集しています。また、誌面の感想や意見も

お寄せください。 

●  めぐりっと紫波 編集協力団体 

  紫波トークセッション さくら製作所 

● 次回は、平成２２年１月頃の発行予定です。 

 

コミュミティビジネス実践者に話をきいてみよう講座① 

堀切眞也さんと行く《食と農》の旅 

宮城県大崎市 

１２月１０日(木) 

●集合時間  ８時３０分 サンビレッジ紫波集合 

●内  容  あ・ら・伊達な道の駅 

       食のテーマパーク醸室（かむろ） 

●参 加 費、 ２，０００円   

●主  催  紫波町企画課協働支援室 

       ＮＰＯ法人風・波デザイン 

       ＣＢサポートセンターなりわい 

●定  員  先着２５人 

●申 込 み  TEL ６８１－２２２５ 

コミュミティビジネス実践者に話をきいてみよう講座② 

コミュニティビジネス起業（福祉の視点から） 

１月２０日(水)(予定)  

●時  間  １９時 

●場  所  ＮＰＯ法人風・波デザイン 

       ＣＢサポートセンターなりわい 

●参 加 費  ５００円（お茶とお菓子付き） 

●問 合 せ  TEL ６８１－２２２５ 

※ コミュニティビジネスとは 

 地域の課題をビジネスの手法で

解決していこうというもの。 


